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足利大学後援会

足
利
大
学
後
援
会
会
員
の
皆
様
、

日
頃
よ
り
後
援
会
活
動
へ
の
ご
理
解

ご
協
力
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
五

年
度
足
利
大
学
後
援
会
総
会
に
て
承

認
し
て
い
た
だ
き
会
長
の
大
任
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
八
幡
で
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
こ
の
三
年
間
は

後
援
会
理
事
会
の
開
催
も
変
則
的
な

形
で
の
執
行
も
多
く
十
分
な
活
動
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
度

は
対
面
で
四
回
の
理
事
会
を
開
催
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
達
へ
の
教
育
助
成
で
厚
生
事

業
活
動
で
は
、
朝
食
サ
ポ
ー
ト
を
開

始
し
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
助
成
金
補
助
申

請
の
プ
レ
ゼ
ン
も
学
生
と
の
対
面
に
て

復
活
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
も
選
任
さ
れ
た
理

事
の
方
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
場
も

な
く
面
識
も
薄
い
状
態
で
の
運
営
と

な
って
お
り
ま
し
た
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
位
置
づ
け
も
五

月
八
日
か
ら
「
五
類
感
染
症
」
へ
移

行
さ
れ
様
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
以
前
の
よ
う
に
学
生
達

の
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
親
睦
も
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
後
援
会
活
動
は
、
事
業

計
画
に
基
づ
き
総
会
・
理
事
会
を
開

催
す
る
事
に
よ
り
皆
様
の
協
力
や
ご

支
援
の
も
と
会
則
に
あ
る
学
生
の
福

祉
を
増
進
し
、
本
学
教
育
目
的
の
達

成
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
活
動
支
援
と
し
て
は
、
卒
業

研
究
・
学
会
等
の
成
果
発
表
に
係
る

交
通
費
の
支
援
や
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
・

自
治
会
や
球
技
大
会
、
大
学
祭
の
行

事
経
費
支
援
と
工
学
部
・
看
護
学
部

と
も
に
在
学
中
に
取
得
可
能
な
資
格

が
多
数
あ
り
、
試
験
費
や
受
験
料
の

支
援
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
面
で
は
昨
年

度
に
承
認
さ
れ
た
看

護
学
部
へ
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
寄
贈
が
執
行
さ

れ
臨
地
実
習
等
の

改
善
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
通
っ

て
い
る
学
生
が
充
実

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
教
育
環
境
整
備
と

し
て
各
種
設
備
の
備

品
な
ど
の
寄
贈
も
計

画
的
に
行
って
い
き
ま
す
。
学
生
や
大

学
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
理
事
会

が
決
定
し
た
支
援
活
動
も
継
続
し
ま

す
。ま

た
、
今
年
で
五
十
五
回
目
を
迎

え
る
『
わ
た
ら
せ
祭
』
は
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
と一部
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
行
わ
れ
た
昨
年
度
と
は
違
い
対
面

形
式
で
開
催
す
る
連
絡
が
実
行
委
員

会
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
様
に
は
大
前
キ
ャ
ン
パスへ
出

か
け
て
学
生
た
ち
と
と
も
に
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
後
援
会
も
出
店
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
わ
た
ら
せ
祭
役
員
の
も
と
よ
ろ

し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
無
く
な
っ
た
状
況
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、徐
々
に
以
前
の
よ
う

な
支
援
活
動
を
実
行
す
る
事
に
よ
り

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
、
学
生

達
の
国
内
外
で
の
活
躍
を
願
い
ま
す
。

後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
引
き
続
き
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
いい
た
し
ま
す
。
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。
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令和５年度　後援会総会（７月８日開催）
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本
年
五
月
八
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
、「
二
類

感
染
症
」
か
ら
「
五
類
感
染
症
」
に

移
行
し
、
本
格
的
に“

ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代”

に
入
り
ま
し
た
。
後
援
会

の
皆
さ
ま
に
は
、
感
染
症
に
対
す
る

不
安
が
完
全
に
払
拭
で
き
な
い
中
に

あ
り
ま
し
て
も
、
日
頃
よ
り
本
学
の

教
育
・
研
究
に
関
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
て
い
た
時
期
に
は
、
遠
隔
授
業
の

実
施
や
リ
ア
ル
な
活
動
に
大
き
な
制

約
が
加
わ
る
な
ど
、
学
生
・
教
職
員

共
に
大
変
な
混
乱
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
一方
で
、
数
年
に
亘
る
感
染

症
対
策
の
経
験
を
踏
ま
え
、
授
業
体

制
や
学
生
生
活
を
少
し
ず
つ
通
常
に

近
づ
け
て
い
く
努
力
も
継
続
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
か
ら
、
感
染
症
対
策

に
配
慮
し
な
が
ら
授
業
を
対
面
に
戻

し
、
今
年
度
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
全
面

的
な
再
開
や
学
園
祭
の
リ
ア
ル
な
開

催
な
ど
、
本
格
的
な
学
生
活
動
の
復

活
を
目
指
し
、“

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時

代”
に
相
応
し
い
教
育
・
研
究
活
動

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
度
の
後
援

会
会
報
で
お
知
ら
せ
し
た“

三
つ
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト”
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
も
、
特
筆
す
べ
き
進
展
が
あ
り
ま

し
た
。
一つ
目
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
繋
が
る

教
育
」
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
学
生
で

あ
れ
ば
誰
も
が
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
足

利
大
学
Ｃ
Ｎ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
対
象
科
目
で
あ
る
「
創

生
工
学
概
論
（
一
年
次
）」
と
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
工
学
（
二
年
次
）」
の
単
位

を
取
得
す
れ
ば
、
自
動
的
に
学
内
認

定
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。
カ
ー

ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

二
つ
目
の
「
Ｄ
Ｘ
に
繋
が
る
教
育
」

に
関
す
る
話
題
と
し
て
は
、
今
年
の

五
月
二
十
九
日
、
足
利
市
・
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・エ
ア
ロエッ

ジ
・
足
利
大
学
の
四
者
が
、
教
育
現

場
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
連
携

協
定
を
締
結
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
足
利
市
内
の
小
中
学
校
向
け

に
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
、
採
点
業
務
支
援
シ

ス
テ
ム
、
健
康
観
察
ア
プ
リ
を
開
発
・

導
入
す
る
た
め
に
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ

ツ
様
の
指
導
の
下
、
本
学
の
学
生
が

“

教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
員”

と
し
て

頑
張
って
お
り
ま
す
。

三
つ
目
の
「
国
際
化
に
繋
が
る
教

育
」
に
つい
て
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
って
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
、
短
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
再
開
・
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

既
に
、
今
年
の
二
月
二
十
七
日
か
ら
三

月
十
三
日
ま
で
の
二
週
間
、
十
二
名

の
学
生
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
リ
ア
ナ
・
マ

ル
コ
ス
州
立
大
学
に
お
け
る
英
語
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
お
り
、
学

生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
い
に
高
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
他
、
八
月
末
に
は

米
国
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
校
、
来
年
の
二
月
に
は
台

湾
の
中
華
医
事
科
技
大
学
へ
の
短
期

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
国
際
交
流

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
国
内
だ

け
で
な
く
世
界
で
幅
広
く
活
躍
で
き

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
て
て
参
り

ま
す
。

学
生
の
総
合
力
の
向
上
に
向
け
て
、

教
職
員
一同
一丸
と
な
って
努
力
を
積
み

重
ね
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
後

援
会
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

教
育
、
研
究
、
就
職
に
関
す
る
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。二

〇
二
三
年
一
月
二
十
日
に
、
政
府

に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
を
五
類

感
染
症
に
見
直
す
方
針
が
決
定
さ
れ
、

工
学
部
の
行
動
制
限
も
徐
々
に
緩
和

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
も
あ
り
、
二
〇
二
三
年
度
は
入

学
式
を
対
面
形
式
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
一日
の
み
の
行
事
で
は

あ
り
ま
し
た
が
フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
キ
ャ
ン

プ
も
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
の
入
学
式
は

学
生
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
に
と
っ
て
非

常
に
大
切
な
行
事
の一つ
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
入
学
式
会
場
への
入
場
が
新
入

生
の
皆
さ
ん
の
み
で
ご
家
族
の
皆
様
に

ご
同
席
頂
け
な
か
っ
た
事
は
、
大
変
残

念
で
あ
り
心
苦
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
全
て
の
行
事
が一日
も
早
く
本
来

の
形
で
行
事
が
行
え
る
よ
う
努
め
る

所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。

授
業
に
つ
い
て
は
、
五
月
八
日
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
正
式
に

第
五
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
教
室
入
室
前
の
検
温
は

強
制
か
ら
任
意
へ
と
変
更
に
な
り
、
ほ

ぼ
コ
ロ
ナ
禍
前
の
環
境
で
受
講
し
て
頂

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

も
本
稿
で
紹
介
さ
せ
て
戴
い
た
、
文
部

科
学
省
よ
り
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベル
）
に
認
定
さ
れ
た
「
足
利
大
学

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
、二
年
目
（
二
〇
二
二

年
度
）
の
自
己
点
検
・
評
価
が
終
了

し
、
改
善
提
案
を
反
映
し
た
形
で
三

年
目
の
授
業
が
四
月
よ
り
始
ま
って
お

り
ま
す
。
ま
た
、今
年
度
か
ら
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
カ
ー
ボ
ンニュー
ト
ラ
ル
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
ま
す
。
足
利
大
学
は
、
風
力
発
電

や
太
陽
熱
調
理
器
等
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
の
研
究
で
以
前
よ

り
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
文
部
科
学
省
、
環
境
省
、

経
済
産
業
省
の
主
導
に
よ
る
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
大
学
等
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
カ
ー

ボ
ンニュー
ト
ラ
ル
達
成
に
貢
献
す
る
大

副
学
長
兼
工
学
部
長

安

藤

康

高

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
五
類

移
行
後
に
お
け
る
工
学
部
の
取
り
組
み

学　

長

末

武

義

崇

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

足
利
大
学
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学
等
コ
ア
リ
シ
ョン
」
への
加
盟
を
き
っ

か
け
に
本
格
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
ち
上
げ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
活
動
も
、
こ
れ
ま
で
交

換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
で
し
た
が
、
マ
リ
ア
ノ
・
マ
ル
コ

ス
州
立
大
学
（
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
）
で
の
英
語

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、
現
地
に
赴
く

渡
航
型
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
当
該
英
語
研
修
で
は
、
工

学
部
学
生
四
名
、
看
護
学
部
学
生
八

名
の
計
十
二
名
が
、
二
月
二
十
七
日

～
三
月
十
三
日
の
日
程
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｕ

バ
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
パス
に
て
午
前
英
語
研

修
、
午
後
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
学
生
と
の
交
流

行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
毎
日
こ
な
し
、

一
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｕ

の
教
員
や
学
生
と
全
て
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
二
十
年
以
上
続
い
て
お
り

ま
す
イ
リ
ノ
イ
大
学
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
校　
（
Ｕ
Ｉ
Ｓ
）
と
の
交
換
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
二
〇
二
三
年
八
月

二
十
八
日
～
九
月
十
一日
の
日
程
で
渡

航
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
七
月
後
半
に
は
中
華
医

事
科
技
大
学
の
学
生
、
八
月
前
半
に

は
浙
江
工
業
大
学
の
学
生
の
来
学
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
派
遣
の
み
な
ら
ず

受
け
入
れ
も
再
開
致
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

工
学
部
を
中
心
に
本
学
の
近
況
を
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
学

生
の
皆
さ
ん
に
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
って
頂
け
る
よ
う
、
努
め
る
所
存

に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
後
援
会
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

後
援
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ご

支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
こ
歴
史
と
文
化
の
香
り
に
満
ち
た

足
利
で
本
学
園
が
看
護
基
礎
教
育
を

始
め
た
の
は
、
足
利
短
期
大
学
看
護

科
か
ら
で
す
。
平
成
八
年
か
ら
二
十
一

年
間
で
八
四
四
名
の
卒
業
生
を
輩
出

し
、
社
会
の
要
請
に
伴
い
そ
の
役
割
を

大
学
教
育
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
足
利
工
業
大

学
看
護
学
部
と
し
て
開
設
し
そ
の
後
、

平
成
三
十
年
三
月
に
完
成
年
度
を
迎

え
、
同
年
四
月
校
名
を
足
利
大
学
と

し
ま
し
た
。
今
年
三
月
に
六
期
生
を

初
め
て
大
前
キ
ャ
ン
パス
Ａ
Ｕ
Ｇ
ア
リ
ー

ナ
で
大
学
院
、
工
学
部
、
看
護
学

部
、
足
利
短
期
大
学
合
同
の
学
位
授

与
式
で
送
り
出
し
、
卒
業
生
総
数
は

四
八
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
五
年
度
入
学
式
も

大
前
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｕ
Ｇ
ア
リ
ー
ナ
で

足
利
大
学
と
足
利
短
期
大
学
合
同

の
式
典
と
な
り
、
看
護
学
部
新
入
生

八
十
一名
を
迎
え
ま
し
た
。

看
護
学
部
長杉

原

喜
代
美

看
護
学
部
開
学十年

目
を
迎
え
て

本
学
部
は
「
調
和
の
精
神
と
看
護

専
門
職
と
し
て
の
倫
理
観
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
養
成
」
を

教
育
目
的
に
掲
げ
、
今
年
で
十
年
目

に
な
り
ま
す
。

先
日
看
護
学
部
同
窓
会
を
設
立
す

る
こ
と
が
で
き
、
看
護
学
部
開
設
準

備
室
か
ら
設
立
に
か
か
わ
って
き
た
者

と
し
て一応
の
お
役
目
が
終
わ
り
安
堵

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

開
設
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
る

と
様
々
な
こ
と
が
蘇
り
ま
す
が
、
令

和
二
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
は
類
を
見
な
い
教
育
上

の
危
機
的
状
況
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
看
護
基
礎
教
育
は
臨
地
実

習
が
重
要
な
学
修
の
機
会
と
な
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
お
い
て
は
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
佐
藤
臨
地

実
習
委
員
長
と
と
も
に
教
職
員
一
丸

と
な
り
綿
密
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

対
応
経
過
を
ま
と
め
ま
す
と
、
令
和

二
年
度
の
は
じ
ま
り
は
、
ち
ょ
う
ど
初

め
て
の
緊
急
事
態
宣
言
中
、
最
初
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
遠
隔
実
習

で
、
そ
の
後
、
少
し
ず
つ
学
内
実
習
の

割
合
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
実
習
受
け
入
れ
が
可
能
な
実

習
施
設
で
は
実
習
を
再
開
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
二
年
間
は
、
感
染
状

況
を
見
な
が
ら
、
感
染
が
落
ち
着
い

て
い
る
時
期
は
臨
地
で
実
習
を
行
い
、

感
染
が
拡
大
す
る
と
学
内
実
習
に
切

り
替
え
る
と
い
う
方
法
で
、
実
習
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
は
、
多
く
の
実
習
施

設
で
実
習
を
受
け
入
れ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
実

習
が
で
き
る
科
目
も
あ
れ
ば
、
そ
う

で
な
い
科
目
も
あ
り
ま
す
。
実
習
に

協
力
し
て
下
さ
る
患
者
さ
ん
や
利
用

者
さ
ん
、
と
い
う
対
象
者
の
方
の
安
全

を
考
え
て
、
特
に
老
年
看
護
学
実
習
、

在
宅
看
護
論
実
習
な
ど
は
学
内
実
習

の
時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
は
、
担
当
教
員
が
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
演
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
実
習

内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
指
導
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
五
月
八
日
よ
り
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
世
の
中
的
に
は
五

類
感
染
症
と
な
り
ま
し
た
が
、
医
療

の
現
場
、
実
習
施
設
の
感
染
管
理
体

制
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
、
油

断
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
へ
は
き
ち
ん
と
自

分
自
身
の
健
康
管
理
を
す
る
こ
と
、

自
分
が
感
染
す
る
リ
ス
ク
を
避
け
て
、

実
習
施
設
に
感
染
を
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
、
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
毎
日
、

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
健
康

調
査
票
に
記
録
す
る
こ
と
や
、
感
染

の
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
実

習
前
二
週
間
前
か
ら
は
ア
ル
バ
イ
ト
は

中
止
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
さ
ら
に

実
習
施
設
ご
と
に
感
染
予
防
策
が
あ

り
ま
す
の
で
、
担
当
教
員
か
ら
そ
れ

を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は

実
習
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査

を
行
う
、
様
々
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

を
報
告
す
る
な
ど
、
実
習
施
設
に
よ
っ

て
様
々
で
す
。

引
き
続
き
、
本
学
の
臨
地
実
習
は
、

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
の
方
針

を
遵
守
し
な
が
ら
、
実
習
受
け
入
れ

病
院
・
施
設
の
状
況
や
意
向
に
沿
って
、

弾
力
的
に
教
育
活
動
を
進
め
る
予
定

で
す
。

次
に
国
家
試
験
結
果
の
ご
報
告
で

す
。
令
和
五
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た

本
学
第
六
期
生
の
看
護
師
国
家
試
験

合
格
率
は
九
十
五
．一％
で
全
国
平
均

を
上
回
り
ま
し
た
。
保
健
師
国
家
試

験
も
合
格
率
九
十
三
％
で
全
国
平
均

に
達
し
四
十
名
が
合
格
し
て
お
り
ま

す
。
国
家
試
験
対
策
学
修
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
強
化
し
、
現
在
富

山
国
家
試
験
対
策
委
員
長
を
中
心
に

来
年
二
月
の
国
家
試
験
を
目
指
し
て

学
生
・
教
員
と
も
に
頑
張
って
い
ま
す
。

進
路
に
つい
て
で
す
が
、
主
な
就
職

先
は
臨
地
実
習
病
院
を
中
心
に
例
年

一
〇
〇
％
の
就
職
内
定
率
を
保
っ
て
お

り
ま
す
。

教
育
課
程
に
つい
て
は
、
保
健
師
助

産
師
看
護
師
学
校
養
成
所
指
定
規

則
改
正
に
よ
る
新
カ
リ
キ
ュラ
ム
運
用

も
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
順

調
に
運
用
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

指
定
規
則
や
大
学
設
置
基
準
に
則
っ
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新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
五
類
感
染
症

への
移
行
に
伴
い
、
文
部
科
学
省
か
ら

「
令
和
五
年
五
月
八
日
以
降
の
大
学
等

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つい
て
」
の
周
知
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
周
知
で
は
、
大
学
は
、
感

染
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
適
切
に
講

じ
な
が
ら
、
学
修
者
本
位
の
教
育
活
動

の
実
施
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

学
部
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
三
年
余

に
わ
た
り
、
学
生
に
と
って
不
便
さ
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
遠
隔
授
業

や
分
散
の
対
面
授
業
の
実
施
な
ど
、
学

修
内
容
の
担
保
と
感
染
対
策
の
徹
底
の

両
立
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

今
年
度
は
、
全
面
的
に
対
面
授
業
と

な
り
、
学
生
達
が
登
校
す
る
本
城
キ
ャ

ン
パス
も
活
気
づい
て
い
ま
す
。

さ
て
、昨
年
度
の
四
月
か
ら
は
「
保

健
師
助
産
師
看
護
師
学
校
養
成
所
指

定
規
則
の
一
部
改
正
」
に
よ
る
「
新

カ
リ
キ
ュラ
ム
」
に
よ
る
学
び
が
開
始

さ
れ
、
今
年
は
二
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、

看
護
師
基
礎
教
育
の
在
宅
看
護
論
は
、

「
地
域
・
在
宅
看
護
論
」
と
し
て
単

位
数
が
増
え
ま
し
た
が
、
今
現
在
の

と
こ
ろ
、
順
調
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
部

の
卒
業
要
件
は一二
四
単
位
と
変
更
は

な
い
も
の
の
、
看
護
師
基
礎
教
育
と
し

て
必
要
な
総
単
位
数
は
現
行
よ
り
五

単
位
増
の一〇
二
単
位
と
引
き
上
げ
ら

れ
、
よ
り
一層
、
看
護
師
基
礎
教
育
の

充
実
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始
に

よ
り
、令
和
五
年
度
受
験
生
か
ら
「
保

健
師
助
産
師
看
護
師
国
家
試
験
出
題

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ほ
か
建
学
の
精
神

か
ら
情
意
領
域
の
育
成
を
図
る
た
め

年
間
行
事
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

仏
教
行
事
と
し
て
、
お
釈
迦
様
の

誕
生
を
祝
う
釈
尊
降
誕
会
や
お
釈
迦

様
が
悟
り
を
開
か
れ
た
成
道
を
祝
う

成
道
会
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、、
涅

槃
会
は
、
お
釈
迦
様
の
亡
く
な
ら
れ

た
日
に
行
わ
れ
る
法
要
で
す
が
、
悟
り

の
智
慧
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
あ
や
か

り
、
国
家
試
験
を
目
前
に
控
え
た
四

後
援
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
学
の
教
育
活
動
へ
の
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

本
年
度
、
工
学
部
の
授
業
は
、
ほ

ぼ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
対
面
授
業
に
戻

り
、
一
年
生
の
入
学
時
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
キ
ャ
ン
プ
も
日
帰

り
の
日
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
四
年

ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
多

く
の
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
友
人
を

作
る
こ
と
、
教
員
と
の
距
離
感
を
縮

め
る
こ
と
、
大
学
生
活
への
不
安
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
回
答
が
得

ら
れ
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
目
的
を
達
成

で
き
た
こ
と
を
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
学
し
、

対
面
授
業
や
イ
ベン
ト
が
中
止
に
な
っ

て
き
た
三
、四
年
生
か
ら
も
、
学
内
で

の
活
動
の
制
限
が
な
く
な
り
、
学
生

生
活
が
充
実
し
て
き
た
と
い
う
意
見

も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

さ
て
、
工
学
部
で
は
、
文
部
科
学

省
の
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
リ
テ
ラ

シ
ー
レ
ベ
ル
に
加
え
、
基
礎
応
用
レ
ベ

工
学
部　

教
務
委
員
長

小　

林　

重　

昭

本
学
が
取
り
組
む

新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

看
護
学
部　

教
務
委
員
長

沼　

田　

加　

代

看
護
学
部
の
教
育
課
程
と

国
家
試
験

ル
の
実
施
に
向
け
て
申
請
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
末
武
学
長
の

主
導
の
も
と
、
足
利
大
学
カ
ー
ボ
ン

ニュー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
本
学
独
自
の
認
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
様
々
な

気
象
災
害
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
そ

の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
吸
収
量

と
均
衡
さ
せ
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
と
す

る
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
の
実
現
は
世

界
的
な
課
題
と
な
って
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
国
、
自
治
体
、
事
業
者
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
も
正
し
く
理
解
し
、
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
な
って
き
ま
し
た
。
ご
存
じ

の
方
も
多
い
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
が
、

足
利
大
学
で
は
、
カ
ー
ボ
ンニュー
ト
ラ

ル
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
以
前
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
関
す
る
研

究
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。「
足
利
大
学
Ｃ
Ｎ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
多
く
の
知
見
、
経
験
を
踏

ま
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
の
基
本

知
識
を
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
修

得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
創
生
工
学
科
の
四
つ
の
分
野

が
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
①
カ
ー
ボ
ンニュー

ト
ラ
ル
、
②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
お

よ
び
③
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
と
技
術
の
修
得
を
目
的

と
し
て
お
り
、
令
和
五
年
度
入
学
生

か
ら
全
員
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
学
生
一
人

ひ
と
り
が
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
お
よ

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
工
学
部
教
務
委
員
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

年
次
生
が
、
合
格
を
祈
願
す
る
機
会

と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
年
次
生
は

「
看
護
の
日
誓
願
式
」
を
五
月
か
ら

の
領
域
別
実
習
の
前
に
行
い
ま
す
。

以
上
看
護
学
部
現
状
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
ご
子
息
ご
息
女
様
の
大
学

生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
後
援
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
関
す
る
知
識
お

よ
び
技
術
を
日
常
生
活
や
仕
事
等
の

場
で
使
い
こ
な
す
基
礎
的
素
養
を
身

に
付
け
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
な

人
材
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
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基
準
」
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
数
年
間
は
、
改
正
前
の

カ
リ
キ
ュラ
ム
で
学
ん
だ
受
験
者
への
配

慮
も
あ
り
、
現
在
、
在
学
し
て
い
る

学
生
は
移
行
期
の
国
家
試
験
の
受
験

生
と
な
り
ま
す
。
こ
の
出
題
基
準
は
、

保
健
医
療
の
現
場
に
、
少
な
く
と
も

具
有
す
べ
き
基
本
的
な
知
識
及
び
技

能
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
出
題

基
準
の
見
直
し
は
、「
人
口
・
疾
病
構

造
や
社
会
背
景
な
ど
を
踏
ま
え
つつ
、

近
年
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
実
情

な
ど
看
護
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
」

に
適
応
し
な
が
ら
、「
看
護
実
践
能
力

と
卒
業
時
の
到
達
目
標
と
の
整
合
性
」

後
援
会
の
皆
様
に
は
学
生
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症

法
上
の
二
類
か
ら
五
類
に
位
置
づ
け
が

変
更
さ
れ
、
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
工

学
部
学
生
指
導
委
員
会
は
こ
う
し
た

変
化
を
受
け
、
従
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
学
生
の
出
席
履
歴
に
基
づ
い
た
修

学
支
援
や
年
二
回
の
教
育
相
談
会
だ

け
で
な
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
わ
た
ら

せ
祭
の
活
性
化
を
学
生
支
援
課
と
協

力
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

高
校
生
活
を
コ
ロ
ナ
渦
中
で
送
っ
て
き

た
学
生
の
中
に
は
大
学
生
活
を
送
る

上
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
学
生
が
散

見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
保
健
室
や
学

生
相
談
室
と
連
携
し
て
き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
て
参
り

工
学
部　

学
生
指
導
委
員
長

森
　

慶

輔

学
生
支
援
の
取
り
組
み

を
図
って
い
ま
す
。
こ
の
国
家
試
験
出

題
基
準
は
、
看
護
師
は
平
成
十
二
年

の
国
家
試
験
か
ら
適
用
さ
れ
、そ
の
後
、

社
会
の
変
化
や
看
護
を
取
り
巻
く
状

況
を
踏
ま
え
て
、
五
～
十
年
の
間
隔
で

改
正
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
社
会
と
と
も
に
看
護
専
門

職
の
育
成
も
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

学
生一人一人
が
、
学
業
を
全
う
し
、
看

護
師
と
し
て
、保
健
師
と
し
て
、そ
し
て
、

養
護
教
諭
と
し
て
、
卒
業
後
に
活
躍
で

き
る
よ
う
教
職
員
一同
、
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
保
護
者
の

皆
様
と
後
援
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。

本
年
度
は
、
九
月
お
よ
び
三
月
に

学
生
を
交
え
て
保
護
者
と
教
員
が
面

談
す
る
教
育
相
談
会
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
こ
こ
数
年
は
電
話
等
で
の

実
施
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
来

学
い
た
だ
い
て
の
対
面
に
よ
る
相
談
と

い
た
し
ま
す
。
教
職
員
が
保
護
者
の

皆
様
に
お
会
い
す
る
機
会
は
あ
ま
り

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
万
障
お
繰
り
合

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

わ
た
ら
せ
祭
は
十
月
八
日
と
九
日

に
大
前
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
予
定
で

す
。
今
年
度
は
足
利
短
期
大
学
も
参

加
で
実
施
す
る
べ
く
調
整
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
学
生

の
勉
強
以
外
の
活
動
も
是
非
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
長

ら
く
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
球
技
大
会

も
十
一月
に
実
施
す
る
方
向
で
調
整
し

て
お
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も
含

め
、
こ
う
し
た
学
生
の
自
主
的
な
活

動
に
対
し
て
学
生
支
援
課
を
通
じ
て

支
援
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
生
生
活
も
コ
ロ
ナ
以

前
の
形
に
戻
り
つつ
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
学
生
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
工
学
部

学
生
指
導
委
員
会
は
学
生
支
援
課
と

連
携
を
と
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
に
努
め
ま
す
が
、
あ
わ
せ

て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
学
生

支
援
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
学
生
が

充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
後
援
会
の
皆
様
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看
護
学
部　

学
生
指
導
委
員
長

中

村

史

江

学
生
指
導
・
支
援
の
取
り
組
み

後
援
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
五
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
五
類
感
染
症
に
移
行

し
ま
し
た
。
看
護
学
部
と
し
ま
し
て

は
、
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど

臨
地
で
の
実
習
を
行
う
た
め
、
実
習

と
同
様
に
学
内
の
生
活
に
お
い
て
も
マ

ス
ク
を
着
用
し
大
声
を
出
さ
な
い
こ
と

や
手
指
消
毒
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を

継
続
し
、
毎
朝
自
宅
で
検
温
し
た
結

果
を
大
学
指
定
の
健
康
調
査
票
に
記

載
す
る
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

看
護
学
部
学
生
指
導
委
員
会
は
、

大
学
生
が
安
心
・
安
全
に
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
目
標
達
成
に
向
け
活
動
し
て
い
ま

す
。
以
下
、
具
体
的
取
り
組
み
に
つい

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

四
月
初
め
に
新
入
生
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
交
流
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
大

学
構
内
か
ら一歩
離
れ
た
あ
し
か
が
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、
美
し
い
花
々
に
囲
ま

れ
な
が
ら
新
た
な
仲
間
や
教
職
員
と

の
交
流
に
よ
り
人
間
関
係
の
輪
（
和
）

を
広
げ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
看
護
学
部
の
学
生
支
援
体
制

は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
が
一
人
ひ
と

り
の
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら

に
各
学
年
二
名
の
ク
ラ
ス
担
任
が
ク
ラ

ス
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
が
よ
り
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
公
認
心
理
士

に
よ
る
学
生
相
談
の
取
組
み
や
「
オ

フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
制
」
に
よ
り
学
生
か
ら

の
学
修
方
法
や
授
業
内
容
等
に
関
す

る
質
問
への
支
援
に
対
応
で
き
る
体
制

を
と
り
、
進
路
に
関
す
る
就
職
先
の

選
定
や
大
学
院
進
学
に
向
け
て
取
り

組
む
学
生
へ
の
個
別
的
な
相
談
も
充

実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
昨

年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
成
人
年
齢

引
き
下
げ
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

未
然
防
止
と
消
費
者
問
題
解
決
力
を

身
に
付
け
る
た
め
の
消
費
者
カ
レ
ッ
ジ

の
開
催
や
学
費
サ
ポ
ー
ト
に
お
け
る

奨
学
金
制
度
、
事
故
や
災
害
時
な
ど

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
ま
す
。

今
年
度
も
四
月
に
新
入
生
保
護
者

説
明
会
、
そ
し
て
、
六
月
に
二
、三
、四



足利大学後援会報 令和 5年 8月10日発行

− 6 −

就
職
課
（
現
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

の
取
り
組
み
と
し
て
、
工
学
部
で
は
、

十
月
十
一日
及
び
十
一
月
十
日
に
、
就

職
情
報
交
換
会
を
昨
年
と
同
様
に
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
し
、
教
員
が
企
業
様

と
ス
ム
ー
ズ
に
面
談
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
東
京
方
面
一
六
一
社
、

足
利
方
面
一四
八
社
の
企
業
様
に
参
加

い
た
だ
き
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

十
二
月
六
日
に
、
釈
尊
成
道
会
法

要
及
び
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。特
別
講
演
会
の
講
師
に
バン
ド
ー

化
学
株
式
会
社　

総
務
グ
ル
ー
プ
長　

成
瀬
綾
野
様
、
人
事
部
主
任　

谷
康

弘
様
を
招
き
、「
働
く
こ
と
の
意
義
や

目
的
を
考
え
る
」
と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
は
熱
心
に
聴

講
し
、
講
演
後
に
質
問
し
、
就
職
活

動
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
良

い
き
っか
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
月
七
日
か
ら
九
日
に
、
学
内
企

業
セ
ミ
ナ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一二
六
社
の
企
業
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
延
べ
三
三
三
名
の
学

生
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
で
は
あ
る
も
の
の
学
生
は
熱
心

に
説
明
を
聞
き
、
活
発
に
質
問
を
し

て
い
る
姿
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

看
護
学
部
で
は
、
例
年
通
り
に
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
及
び
キ
ャ
リ
ア
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。二
月
二
十
二
日
に
は
、

実
習
病
院
就
職
説
明
会
を
昨
年
に
引

き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
七

施
設
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
年
生
八
十
五
名
が
参
加
し
、
学
生

後
援
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
学
学
生
の
就
職
支
援
に
関
し
ま
し

て
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度

の
内
定
率
は
、
工
学
部
九
十
五
．八
％

（
就
職
者
数
二
二
七
名
／
就
職
希
望

者
二
三
七
名
）、
大
学
院
修
士
課
程

一
〇
〇
％
（
九
名
／
九
名
）、
看
護
学

部
一
〇
〇
％
（
七
十
五
名
／
七
十
五

名
）
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
時
期
に
コロ
ナ
感
染
症

の
第
六
波
と
第
七
波
が
重
な
り
、
昨

年
も
学
生
に
は
大
変
な
就
職
活
動
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
就
職
活
動
は
変
化
し
、
説
明
会

や
選
考
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
が
併
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

学
生
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
就

職
活
動
を
行
い
、
微
増
で
は
あ
り
ま

す
が
前
年
度
以
上
に
多
く
の
学
生
が

内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
後
援
会
の
皆
様
の
ご
支
援
あ
っ

て
の
も
の
と
、
重
ね
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

三
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
科
目
と
し
て
単

位
認
定
を
す
る
夏
季
休
業
中
の
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
第
七
波
と
重
な

り
ま
し
た
が
、
十
五
名
の
学
生
が
現

場
で
の
作
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

日
誌
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
企
業
様
か

ら
ご
評
価
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
委
員
長

木

村

彰

徳

就
職
支
援
の取

り
組
み
と
現
状

年
次
生
へ
保
護
者
説
明
会
を
Ｗｅ
ｂ
で

開
催
し
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
繰
り

返
し
閲
覧
で
き
る
と
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
家
試
験
対
策
の
強
化

に
向
け
、
六
月
に
四
年
次
生
を
対
象

と
し
た
教
育
相
談
会
を
四
者
面
談
で

実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
月
に
は

再
度
、
国
家
試
験
対
策
強
化
と
前
期

成
績
を
基
に
し
た
面
談
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
年
度
末
の
三
月
に

は
、
新
年
度
に
向
け
て
成
績
が
心
配

な
学
生
を
対
象
と
し
た
四
者
面
談
を

実
施
し
学
生
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
も
充
実
し
た
学
生
生
活
づ

く
り
に
学
生
と
共
に
努
力
し
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
満
足
度
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
他
に
、
学
生
の
資
格
取
得
支
援

や
「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ド
ブッ

ク
」
の
制
作
を
通
し
て
、
学
生
の
就
職

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
は
、「
求
人
受
付
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
工
学
部
一
二
，

九
八
六
社
、
大
学
院
九
，
九
二
九
社
、

（
七
／
七
現
在
）
と
大
変
多
く
の
企

業
様
よ
り
求
人
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
求
人
状
況
は
上
向
き
と
な
っ
て

お
り
、
売
り
手
市
場
が
続
い
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
学
生
が
希
望
の
企
業
に

就
職
で
き
る
よ
う
に
、
後
援
会
の
皆

様
と
共
に
、
学
生
、
教
職
員
が
引
き

続
き
連
携
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和５年度　足利大学後援会役員一覧
役職 学籍番号 氏名 所在地 学生所属 学年

1 会長 E22246 八幡　孝行 前 橋 市 電気電子 2
2 副会長 S21166 田中　貴子 佐 野 市 システム情報 3
3 副会長 A22150 髙野　美奈 足 利 市 建築・土木 2
4 会計 N21006 新井　美穂 佐 野 市 看護 3
5 会計 N21031 齋藤　三和 足 利 市 看護 3
6 監事 N20081 増澤　香織 足 利 市 看護 4
7 監事 N22012 上野ゆり子 下 野 市 看護 2
8 わたらせ祭 N20092 吉澤　朋子 足 利 市 看護 4
9 わたらせ祭 A21115 齋藤　尚美 足 利 市 建築・土木 3
10 わたらせ祭 A21246 松島由美子 伊勢崎市 建築・土木 3
11 M20036 牛久　雅広 栃 木 市 機械 4
12 S20081 神谷　和与 熊 谷 市 システム情報 4
13 A20112 小暮　陽子 み どり 市 建築・土木 4
14 A20212 永田　淳子 栃 木 市 建築・土木 4
15 N20001 青木真由美 太 田 市 看護 4
16 N20024 大橋　　弘 太 田 市 看護 4
17 M21156 髙田美恵子 足 利 市 機械 3
18 E21132 椎名　啓恵 足 利 市 電気電子 3
19 E21226 福地めぐ美 館 林 市 電気電子 3
20 S21089 木村　沙織 佐 野 市 システム情報 3
21 S21170 谷川　宏明 桐 生 市 システム情報 3
22 M22225 町田　　忍 大 泉 町 機械 2
23 E22052 岡田　　誠 前 橋 市 電気電子 2
24 S22082 國安三紀子 さくら 市 システム情報 2
25 S22111 櫻井　麻美 足 利 市 システム情報 2
26 A22001 相澤美佐子 佐 野 市 建築・土木 2
27 N22090 若井　周平 上三川町 看護 2
28 M23156 中田かおり 佐 野 市 機械 1
29 E23093 坂本　雅俊 さくら 市 電気電子 1
30 S23041 大野　晴代 足 利 市 システム情報 1
31 A23075 栗田　京子 足 利 市 建築・土木 1
32 N23028 幸田　　薫 足 利 市 看護 1
33 N23032 小林　広美 太 田 市 看護 1
34 顧問 A19146 鈴木　政弘 足 利 市 建築・土木 卒
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足利大学後援会収支決算書
（令和 4 年 4 月1日～令和 5 年 3 月31日）

収 入 の 部 （単位　円）
科　　　　目 予　算　額（A） 決　算　額（B） 差異（B）−（A） 摘　　　要

繰 越 金 32,971,518 32,971,518 0

会 　 費 35,150,000 34,450,000 △ 700,000 1,378名分（＠25,000円）（工学部1,047名、
看護学部331名）

雑 収 入 60,000 93,070 33,070 学生災害傷害保険異動返還金  84,070円
クラブ援助金返金  9,000円他

計 68,181,518 67,514,588 △ 666,930

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　目 予　算　額（A） 決　算　額（B） 差異（B）−（A） 摘　　　要

１ 運 営 費 2,800,000 1,948,129 △ 851,871
　　　会 議 費 1,400,000 944,192 △ 455,808 後援会総会・理事会等諸費用・退会役員記念品
　　　事 務 費 500,000 330,000 △ 170,000 事務費一般
　　　印 刷 費 250,000 178,387 △ 71,613 封筒（4,000枚）・後援会会報
　　　通 信 費 650,000 495,550 △ 154,450 後援会総会通知・会報・ＡＵ通信発送

２ 学生助成費 28,900,000 6,556,846 △ 22,343,154
　　　学生研究補助費 900,000 146,380 △ 753,620 学会登録費・交通費等
　　　クラブ援助費 12,000,000 1,853,710 △ 10,146,290 参加費・連盟費・交通費・消耗品等
　　　学生活動費 10,000,000 0 △ 10,000,000
　　　卒業記念費 4,000,000 2,993,826 △ 1,006,174 卒業アルバム工学部・卒業記念品
　　　保 険 料 2,000,000 1,562,930 △ 437,070 学生災害傷害保険料

３　教育助成費 15,000,000 1,055,439 △ 13,944,561
　　　就職推進補助費 2,000,000 578,887 △ 1,421,113 成道会謝礼・就職支援ブック（保護者向け）

　　　厚生事業費 3,000,000 292,500 △ 2,707,500 資格取得支援・抗体価検査代・
貸出スポーツ用品

　　　教育環境援助費 10,000,000 184,052 △ 9,815,948 宿泊補助・大型扇風機
４ 慶 弔 費 700,000 95,651 △ 604,349 入学・学位授与式等献花代  香典  他
５ 雑 　 費 100,000 0 △ 100,000
６ 積 立 金 20,000,000 20,000,000 0
７ 予 備 費 681,518 0 △ 681,518
８ 研修費返還 0 0 0
９ 繰 越 金 0 37,858,523 37,858,523

計 68,181,518 67,514,588 △ 666,930

積立金の部 （単位　円） 上記のとおり相違ありません。
　　　令和 5 年 3 月 31 日

　　　足利大学後援会　　会計　　吉 田 知 子
会計　　和 田 育 子

監査の結果、上記のとおり相違ありません。
　　　令和 5 年 6 月 24 日

　　　足利大学後援会　　監事　　上 野 ゆり子
　　　　　　　　　　　　監事　　増 澤 香 織

前年度繰越金 10,000,000
一般会計より 20,000,000
合 　 計 30,000,000
支 払 金 額 0
残高（繰越金） 30,000,000

【後援会事務局よりお詫び】
予算項目” 7予備費” が総会時735,673円となっておりましたが、
正しくは681,518円でした。
令和4年度決算書、令和5年度予算書共に訂正させて頂きます。



令和５年度
足利大学後援会予算書

（令和 5 年 4 月1日～令和 6 年 3 月31日）
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　目 本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減（Ａ）−（Ｂ） 摘　　　　　　　要
繰 　 越 　 金 37,858,523 32,971,518 4,887,005

会 　 　 　 費 32,675,000 35,150,000 △   2,475,000 工学部 986 名分、看護学部 321 名（＠ 25,000 円） 
※ 5 月在籍数、休学・留学・留年除く

雑 　 収 　 入 247,653 60,000 187,653 クラブ援助金返還187,653円 
学生災害傷害保険異動返還金60,000円

計 70,781,176 68,181,518 2,599,658

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　目 本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減（Ａ）−（Ｂ） 摘　　　　　　　要

１ 運 営 費 2,800,000 2,800,000 0
　　　会 議 費 1,400,000 1,400,000 0 後援会総会・理事会等諸費用
　　　事 務 費 500,000 500,000 0 事務費一般
　　　印 刷 費 250,000 250,000 0 後援会報発行印刷代　他

　　　通 信 費 650,000 650,000 0 後援会総会通知発送費・後援会会報
発送費・ＡＩＴ通信発送費　他

２ 学生助成費 28,900,000 28,900,000 0
　　　学生研究補助費 900,000 900,000 0 卒業研究等補助
　　　クラブ援助費 12,000,000 12,000,000 0 クラブ活動援助費
　　　学生活動費 10,000,000 10,000,000 0 学生自治会援助金・大学祭援助　等
　　　卒業記念費 4,000,000 4,000,000 0 卒業記念アルバム作成費
　　　保 険 料 2,000,000 2,000,000 0 学生災害傷害保険料

３　教育助成費 17,000,000 15,000,000 2,000,000
　　　就職推進補助費 2,000,000 2,000,000 0 就職関連補助
　　　厚生事業費 3,000,000 3,000,000 0 朝食補助・情報処理資格試験補助　他
　　　教育環境援助費 12,000,000 10,000,000 2,000,000 学内環境設備費

４ 慶 弔 費 700,000 700,000 0 入学式献花・香典　他
５ 雑 　 費 100,000 100,000 0
６ 積 立 金 20,000,000 20,000,000 0
７ 予 備 費 1,281,176 681,518 599,658

計 70,781,176 68,181,518 2,599,658

積立金の部 （単位　円）
前年度繰越金 30,000,000
一般会計より 20,000,000
合 　 計 50,000,000
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事
務
局
便
り

令
和
四
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
も
、
授

業
お
よ
び
定
期
試
験
は
全
面
対
面
で
実
施
し

ま
し
た
。
第
七
波
・
八
波
と
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
対
峙

し
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
五
月
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も

第
五
類
と
な
り
、
大
学
で
は
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
と

同
等
の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染

者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
通
常
ど

お
り
の
授
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
祭
「
わ
た
ら
せ
祭
」
に
つい
て
、
令
和

四
年
度
は
前
年
度
に
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

な
っ
た
も
の
の
、
学
生
が一丸
と
な
り
、
様
々
な

企
画
を
考
え
、
大
変
充
実
し
た
「
わ
た
ら
せ

祭
」
を
成
功
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
令
和
五
年

度
は
、
い
よ
い
よ
、
全
面
対
面
で
の
実
施
（
ラ

イ
ブ
イ
ベン
ト
や
模
擬
店
）
を
計
画
し
、
着
々

と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
後
援
会
は
模

擬
店
の
出
店
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
大
前

キ
ャ
ン
パス
に
お
い
て
後
援
会
補
助
に
よ
る
「
朝

食
サ
ポ
ー
ト
」
の
復
活
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
以
前
の
よ
う
に
学
生
食
堂
で
の
サ
ポ
ー
ト

が
難
し
く
、
学
生
生
協
の
協
力
を
得
て
、
令

和
五
年
五
月
か
ら
七
月
末
ま
で
を
試
行
期
間

と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
試
行
の
結
果

次
第
で
今
後
の
継
続
・
内
容
変
更
等
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
援
会
か
ら
看
護
学
部
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
お
よ

び
学
生
登
下
校
用
中
型
バ
ス
の
バ
ス
寄
贈
を
令

和
四
年
度
に
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ

ス
発
注
・
納
車
は
バ
ス
製
造
・
販
売
の
事
情
に

よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
九
月

頃
の
納
車
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
わ

た
ら
せ
祭
」
な
ど
で
使
用
す
る
テ
ン
ト
の
寄
贈

も
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
後
援
会
の
理
事
や
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
に
つ
い
て
、
事
務
局
と

し
て
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
学
生
への
サ
ポ
ー

ト
、
満
足
度
の
改
善
等
に
つ
い
て
最
善
の
方
策

を
探
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
後
援
会
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。


